
第７節 重要文化的景観を構成する景観構成要素の抽出
１ 現在の景観形成における重要な景観構成要素
（１）鉄輪温泉地区の住民の景観認知における重要な景観構成要素
アンケートとワークショップを通して鉄輪温泉地区において住民の視点から以下の要素と要素に対する評価内

容が抽出された。

鉄輪温泉地区の住民による要素の評価傾向をみると、湯けむりを評価した回答者の数が最も多く、次いで地獄
釜、共同温泉と温泉に関連した要素が高く評価される傾向にあることがわかる。
また、住民は旅館や店舗や看板等の地域の生活や生業に関係した要素も評価していることがわかる。

表１０．７．１ 鉄輪温泉地区で住民に抽出された景観構成要素（回答者数は評価内容欄数と一致）
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（２）明礬温泉地区の住民の景観認知における重要な景観構成要素
アンケートとワークショップを通して明礬温泉地区において住民の視点から以下の要素と要素に対する評価内

容が抽出された。明礬温泉地区の住民による要素の評価傾向をみると、湯けむりを評価した回答者の数が最も多
く、次いで湯の花小屋、共同温泉と温泉に関連した要素が高く評価される傾向にあることがわかる。
明礬温泉地区住民は旅館や店舗等の地域の生活や生業に関係した要素に加え、瀧蒸浴場施設記念碑や湯の花製

造所の石製門等の歴史的価値のある要素を評価した。

表１０．７．２ 明礬温泉地区で住民に抽出された景観構成要素（回答者数は評価内容欄数と一致）
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（３）明礬温泉地区の外来者からみた重要な景観構成要素
タウンウォッチングを通して外来者の視点から以下の要素と要素に対する評価内容が抽出された。
外来者による要素評価の傾向をみると、湯の花小屋を評価した回答者が最も多く、他の要素と比べると、評価

した回答者の数に差が出ていることから、湯の花小屋は明礬温泉地区の顔であると考えられる。その他、湯けむ
り、共同温泉等温泉関連の要素が評価された。

２ 対象地域の土地利用と要素分布の関係
（１）土地利用の現況
〈概要〉
鉄輪・明礬温泉地区において、重要文化的景観の基盤となる土地が実際どのように利用されているのかという

ことを把握し、それぞれの地区の特性をつかむため、土地利用の実態調査を行った。
その調査をもとにGIS を利用して土地利用図を作成し、考察する。ここで、別府市役所教育庁生涯学習課に

示された地番・地目データにより、対象エリアには２３の地目のうち１３の地目の土地が存在することがわかった。
現地の下見を行った上で、存在する１３の地目に対応させて、２４の土地利用項目を設定した。

表１０．７．３ 明礬温泉地区で外来者に抽出された景観構成要素（回答者数は評価内容欄数と一致）
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表１０．７．５ 土地利用項目地区別一覧〈調査結果〉
各対象地区の土地利用項目ごとの筆数、筆の

面積の和、各対象地区の面積における土地利用
項目ごとの筆の面積の割合を表１０．７．５に示す。
また、各地区のGIS を用いて作成した土地

利用図を、図１０．７．１に示す。
表１０．７．５と図１０．７．１より考察する。表１０．７．５

より、筆の面積の割合が上位４位までの土地利
用項目について考察していくが、両地区とも挙
がった土地利用項目である「宿泊施設」につい
ては、その規模の大きさが、観光地である両地
区のそれぞれの特性を示す一つの指標となる可
能性を考慮したため、筆の平均面積を計算し比
較している。一方、両地区で挙がった土地利用
項目である「住宅」「山林」については、規模
の大きさという概念が、不必要であると考え、
筆の平均面積は比較していない。

表１０．７．４ 地目と土地利用
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〈鉄輪温泉地区〉
「住宅」は筆数、面積の合計ともに最大で、地区の１７．７４％の面積を占め、東部と中央部に多く分布している。
「宿泊施設」は筆数、面積の合計ともに２番目に大きく、地区の１５．３０％の面積を占め、東部と中央部に多く

分布している。また、「宿泊施設」として利用されている筆の平均面積は約２６７㎡であり、明礬温泉地区より大き
い。つまり、規模の大きな宿泊施設が多い傾向にあることがわかる。
「山林」は面積の合計が４番目に大きい。また、地区の１３．３５％の面積を占め、西部に分布している。
「地獄」は面積の合計が３番目に大きく、地区の１３．６４％の面積を占め、西部に多く分布している。

〈明礬温泉地区〉
「住宅」は面積の合計が２番目に大きく、地区の１４．１９％の面積を占め、西部に多く分布している。
「宿泊施設」は筆数、面積の合計ともに３番目に大きく、地区の面積の１１．３９％を占め、東部に多く分布して
いる。また、「宿泊施設」として利用されている筆の平均面積は約１７０㎡であり、鉄輪温泉地区より小さく、規模
の小さな宿泊施設が多い傾向にあることがわかる。
「山林」は筆数、面積のともに群を抜いて最も大きい。また、地区の３０．０６％の面積を占め、西部に多く分布
している。その面積の合計は鉄輪温泉地区より小さいが、割合は約２．３倍である。
「湯の花小屋」は面積の合計が４番目に大きく、９．４２％の面積を占め、西部に多く分布している。これは鉄輪

温泉地区には存在せず、明礬温泉地区を象徴する土地利用である。
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図１０．７．１ 土地利用現況図
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表１０．７．６ 地区別湯けむり一覧表

図１０．７．３ 明礬温泉地区の湯けむり図１０．７．２ 鉄輪温泉地区の湯けむり

（２）景観構成要素（湯けむり）の分布
GIS を利用して、重要な景観構成要素の分布図を作成し、重要な景観構成要素ごとに考察した。ここでは「湯

けむり」を例に挙げて説明する。

○湯けむり（鉄輪温泉地区、明礬温泉地区）

現地調査により、対象地区内には湯けむりが２３９ヶ所あること、湯けむりには大小様々な規模があり、それぞ
れ噴気孔の形状により、機械併設型、タンク型、パイプ型、池・地獄型、釜・その他型の５つのタイプがあるこ
とがわかっている。
表１０．７．６より、湯けむりのタイプ別にみると、釜・その他型（９５か所）、パイプ型（５５か所）、機械併設型（５０
か所）、池・地獄型（３２か所）、タンク型（７か所）の順に多く、地区別にみると、鉄輪温泉地区（１７１か所）、明
礬温泉地区（６８か所）という結果になった。
鉄輪温泉地区は、パイプ型（５１か所）や機械併設型（４５か所）が多く、遠くからでもわかる比較的大きな湯け

むりが多いということがわかった。また、明礬温泉地区は、釜・その他型（５３か所）のみが鉄輪温泉地区より多
く存分布している。釜・その他型は、同地区の湯けむりの約７８％を占めており、地区特有の湯の花小屋からの湯
けむりが大多数を占めていることがわかる。
図１０．７．４、図１０．７．５に湯けむりの分布を表す。図１０．７．４より、鉄輪温泉地区において、湯けむりの総数は、西

部、東部（ともに６１か所）、中央部（４９か所）の順に多い。機械併設型は中央部（１８か所）、タンク型は東部（４
か所）、パイプ型は東部（２１か所）、池・地獄型は西部（２２か所）、釜・その他型は東部（１９か所）に最も多く分
布している。
また、図１０．７．５より、明礬温泉地区の湯けむりの総数は、西部（４３か所）、東部（２５か所）の順に多い。機械

併設型は東部（３か所）、パイプ型は西部（４か所）、池・地獄型は西部（６ヶ所）、釜・その他型は西部（３１か
所）に最も多く分布している。タンク型は分布していない。
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図１０．７．４ 鉄輪温泉地区の湯けむり分布図

図１０．７．５ 明礬温泉地区の湯けむり分布図
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図１０．７．６ シャレット風景写真

（３）土地利用と景観構成要素分布の関係性
前項で示した土地利用図と重要な景観構成要素の分布図を照らし合わせて、重要な景観構成要素ごとに考察

し、土地利用と景観構成要素分布の関係性をみる。

○ 湯けむり（鉄輪温泉地区、明礬温泉地区）
図１０．７．４より、鉄輪温泉地区の中央部と東部に機械併設型等の規模の大きな湯けむりが多く分布しており、

「宿泊施設」「住宅」と大型の湯けむりの分布に関係があることが推察できた。地獄に特化した西部には池・地
獄型の湯けむりが多いことも明らかとなった。図１０．７．５より、明礬温泉地区における湯けむりは小規模な釜・そ
の他型が多く、その分布は「湯の花小屋」の分布とほぼ一致していることがわかった。両地区とも湯けむりの分
布と「宿泊施設」「地獄」「湯の花小屋」といった観光産業等の生活・生業に関連した土地利用分布が関係してい
ることが明らかとなった。鉄輪温泉地区は「宿泊施設」による大規模で数の多い湯けむりの分布が、明礬温泉地
区は「湯の花小屋」等による規模の小さな原始的な湯けむりが分布する傾向にあることがわかった。

３ 重要文化的景観を構成する景観構成要素
鉄輪、明礬温泉地区のタウンウォッチングとアンケート、ワークショップを通して抽出された５４要素と、並行
して実施された歴史調査により抽出された６０要素をもとに今後重要文化的景観構成要素となり得る要素の選定作
業を行う。２００９年２月３日と４日に分けて総勢９名の研究スタッフによりシャレットを行った（図１０．７．６）。
全１１４要素の写真と、当該要素の歴史性を一件ずつ判断し、以下の２つの価値（①、②）のいずれかを有する

ものを重要な景観構成要素として選出した。

①「住民の生活・生業に関係している」
②「当該地域の歴史を示す上で重要である」

また、現状のままでは重要な文化的景観構成要素とは言い難いが、③「今後改善・活用の必要がある」として
挙げられた要素もあり、今後の保存活動の在り方によっては保存対象となり得ると考えられる要素として選出し
た。
選出された９６要素のうち、外来者と住民どちらにも評価された要素は２７あり、外来者と住民が評価する要素の
一致率は２９％であった。
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表１０．７．７ 鉄輪温泉地区の重要な景観構成要素

（１）鉄輪温泉地区の重要な景観構成要素
シャレットにより選出された鉄輪温泉地区の重要な景観構成要素の表を以下に示す。
鉄輪温泉地区の重要な景観構成要素として６６要素が抽出された。外来者と住民の評価傾向は似ているが、樹木

を高く評価したのは外来者であり、旅館を評価したのは住民のみであることがわかる。住民と外来者どちらにも
評価された要素の一致率は２４％であった。
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表１０．７．８ 明礬温泉地区の重要な景観構成要素

（２）明礬温泉地区の重要な景観構成要素
シャレットにより選出された明礬温泉地区の重要な景観構成要素の表を以下に示す。
明礬温泉地区の重要な景観構成要素として３０要素が抽出された。外来者と住民の評価傾向は似ているが、旅館

を評価したのは住民のみであることがわかる。住民と外来者どちらにも評価された要素の一致率は３６％であっ
た。
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４ 要素の歴史的背景
抽出した「重要文化的景観構成要素」の歴史的価値および生活生業への関連性を整理し、その概要を本項で示

す。
【自然要素】→【景観群のカテゴリー】→【関連要素】→○名称
【人工要素】→【景観群のカテゴリー】→【関連要素】→○名称
なお、紙面の都合上、本節では両地区とも、自然要素と人工要素それぞれ１要素を例示する。

（１）鉄輪温泉地区の重要文化的景観構成要素概要
【自然要素】
【自然現象】
【蒸気】
○湯けむり

昭和２３年に施行された温泉法
により、温泉地に関する規制が
進み、ボーリング技術が発達す
る中、泉源の豊富な鉄輪温泉地
区においても温泉の掘削作業は
進められた。ボーリングによる
温泉の掘削作業が同地区におい
て本格的に始まったのは昭和４０
年前後。この期間に多数の湯け
むり装置が設置され、現在の鉄
輪湯けむり景観の原型が生まれ
たと考えられる。また、「原風
景形成期間」と現在の全景写真
を見比べると、前者の湯けむり
の数は少なく、後者は写真で確
認できるものでも、かなりの数
が上がっており、鉄輪温泉地区

景観の象徴となっている。なお、「原風景形成期間」の湯けむりは、地獄等の温泉観光施設などから吹き上がる
自然現象による湯けむりのみで構成されていると考えられる。

【地獄】
明治末期、宇都宮則綱が千寿吉彦から海地獄を借受け、地獄見料を取り始めたのが地獄の起因である。そし

て、血の池地獄・坊主地獄を誘ってエンマ会を組織、これが地獄組合の前身となった。のちに人気の中心となる
海地獄ですらその所有者は四転しており、お荷物の地獄が売れたとして祝宴が張られたという記録がある。
大正時代より自動車の便が開け、昭和に入ると遊覧バスも運転され、地獄遊覧客の数は年々増加した。入場料

徴収は地獄所有者に莫大な収入をもたらし、地獄遊覧事業はすこぶる有望視され、小噴気孔を掘削して大噴出を
誘導することに努め、大正から昭和にかけて、これまでの天然地獄の他に新しい地獄が噴出した。

図１０．７．７ 鉄輪地区の現在の湯けむり（湯けむり展望台より撮影）
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○海地獄
現在鉄輪温泉地区内に存在する７つの地獄の中でもっとも古い歴史をもつ海地獄は明治４３年（１９１０）に遊覧施
設などを整えて開園した。海のように青い湯をたたえる海地獄は観光客が絶えず、地獄の人気の中心となった。

図１０．７．８ 現在の海地獄

図１０．７．９ 「原風景形成期間」に撮影された海地獄写真（出典：鉄輪絵葉書）
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○白池地獄
昭和６年（１９３１）に開園。乳白色の池。噴出時は透明な温泉であるが、地におち温度と圧力が低下することに
より、青白色になる。園内には温泉熱利用の熱帯魚館があり、アマゾンの大王魚（ピラルク）や人喰魚（ピラニ
ア）などの熱帯魚を飼育している。県指定の文化財の国東塔（南北朝時代（約６００年前作））や向原石幢（永禄３
年（１５６０）作）を所有している。

図１０．７．１０ 現在の白池地獄

図１０．７．１１ 「原風景形成期間」に撮影された白池地獄写真（出典：鉄輪絵葉書）

263



【人工要素】
【建造物】
【共同温泉】
鉄輪温泉地区の起源となったとも考えられる温泉。現在同地には７つの共同温泉がある。

○渋の湯温泉

図１０．７．１２ 現在の渋の湯

有命湯、生き湯、上渋の湯とも呼ば
れる。建治２年（１２７６）一遍上人が開
発したと伝えられる温泉の一つ。『新
撰南豊温泉記』によると、日頃の湯の
色は青濁色だが、雨雪の前日は必ず淡
濁黒色に変化するという。また、春、
秋の彼岸の中日及び湯浴み祭の当日
は、白濁色に変化する。よって、「生
き湯」と呼ばれる。明治７年（１８７４）
鶴見村と鉄輪の合併を機に、明治８年
（１８７５）３月に渋の湯建物が新築され
た。明治１４年（１８８１）の大分県統計表
には年間浴客約７，５００とあり、盛んに
利用されていたことが伺える。明治２８

年（１８９５）渋の湯そばに新湯が開設。新湯は「上渋の湯」と名付けられ、昔ながらの渋の湯は「下渋の湯」と呼
ばれるようになった。大正中期に改築され、昭和１０年（１９３５）の朝日村と別府市が合併した翌年４月２日に上渋
の湯、上熱の湯、共に市営温泉となる。しかし戦後、隣接する２つの市営温泉を維持することが困難になり、市
役所の方針により「下渋の湯」の取り壊しが発案されるが、住民の努力により「下渋の湯」を「元湯」と改名し、
区営温泉とした。
この頃から「上渋の湯」は「渋の

湯」と呼ばれるようになり、実質、
建治２年からつづく渋の湯は明治２８
年に新築された新湯と入れ替わった
ことになる。昭和３３年（１９５８）に木
造から鉄筋コンクリート造に改築。
現在の建物は、平成１０年（１９９８）に
改築されたもので、鉄筋コンクリー
ト造であるが、木質の良さを取り入
れた和風建築で、町並みにマッチし
ていると住民の声が上がっている
が、板張りで造られた外観は原風景
時期の建物形状とは異なっており、
改善の余地があると考えられる。入浴料は無料。地元住民、観光客に親しまれ、入湯客が絶えず訪れている。ま
た、区営温泉として管理していた「下渋の湯」こと「元湯」は地域間での維持管理が困難となり、平成１８年（２００６）
に取り壊された。

図１０．７．１３ 「原風景形成期間」に撮影された渋の湯写真（出典：鉄輪絵葉書）
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○冨士屋
明治２７年（１８９４）創業の古い歴史を持つ旅館。明治３１年に新築
された。新築の家屋、施設、別府港の眺望のすばらしさから、当
時の新聞の人気旅館投票で１位に選ばれている。戦後は国から傷
痍軍人の収容場所に指定され、とりわけ冨士屋本館は将校専用の
仮病棟になっていた。また、終戦直後から旅館の形状が変化して
いないことが文献によ
り判明しており、原風
景時期から建物形状を
保ち続けている希少な
旅館である。木造２階

建の建物は今日に到るまで使用されており、平成１３年国登録有形文化
財となった。当時の形状を維持したまま、改修工事も行われており、
現在はギャラリーとしても使われている。重要文化的景観構成要素と
して大変重要な建造物である。

（２）明礬温泉地区の重要文化的景観構成要素概要
【自然要素】
【地形】
【河川】

○とび川
薬師寺近くの明礬地蔵群の付近から流れる川。

とび湯の名称から知られるように、近辺の伝説に
ちなんで名付けられた河川であると考えられる。

図１０．７．１４ 現在の富士屋

図１０．７．１５ 大正５年に撮影された冨士屋
（出典：鉄輪絵葉書）

図１０．７．１６ 現在のとび川
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【自然現象】
【蒸気】
○湯けむり
湯の花小屋や地獄釜、共同温泉などの地区の生業に関係する湯けむり、または地面から直接噴き出している湯

けむりが明礬温泉地区には数多く見られる。主に湯の花小屋から漏れ出す湯けむりは同地区の最大の特徴であ
り、原風景時期の写真と比較すると、湯の花小屋の棟数の減少に比例し、湯けむりの数が少ないことがわかる。
鉄輪温泉地区と比較すると、湯け
むり装置の数は圧倒的に少なく、
鉄輪温泉地区が遠距離型の湯けむ
り景観であることに対して、明礬
温泉地区は中近距離型の湯けむり
景観であることが言える。また、
原風景時期と比較し湯けむりの数
は減少しているものの、湯けむり
のあり方はほとんど変化しておら
ず、明治から大正期にかけての素
朴な湯けむり景観を維持している
と考えられる。外来者、住民共
に、同地区における重要な景観構
成要素として湯けむりが上げられ
ている。

図１０．７．１７ 明礬地区の現在の湯けむり
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【人工要素】
【建造物】
【共同温泉】

図１０．７．１８ 現在の鶴寿泉

図１０．７．１９ 「原風景形成期間」に撮影された鶴寿泉
古写真（出典：明礬絵葉書）

図１０．７．２０ 「原風景形成期間」の鶴寿泉の位置
（出典：明礬絵葉書）

○鶴寿泉
寛文年間（１６６１―１６７３）に創られた共同温泉。別名
「下の湯」。泉源は岡本屋が所有。玖珠藩主久留嶋氏
が、この地の明礬製造所を訪れた時、久留嶋氏を迎え
入れるために新たに築造された温泉をみて「鶴寿泉」
と命名したといわれている。昭和１０年（１９３５）朝日村
が別府市に合併し、市営温泉となる。明治３５年（１９０２）
には浴場が整備され、建物は瓦葺き、間口は五間（約
９．０５m）、大きな畳の広間があり、御殿造りのとても
立派な建物で、多くの湯治客が利用していた。また、
昭和３０年代頃まで、近辺に薬師湯と呼ばれる共同温泉
があり、岡本屋をはじめとする明礬メインストリート
沿いの下組の旅館群が賑わっていたことが伺える。し
かし昭和３３年（１９５８）の旭屋から発生した明礬大火に
より、当時えびす屋正面に所在していた鶴寿泉は焼け
てしまう。昭和３７年（１９６２）に再建され、昭和３８年
（１９６３）１月１４日に落成されたが、新しく建てられた
施設はコンクリートでできた簡易的なものであり、本
来の場所からも移動された。移動の要因として、利用
客の増加による温泉の拡大の必要性が考えられる。
旧鶴寿泉の跡地は現在駐車スペースとして利用され

ている。平成８年（１９９６）に現在の鶴寿泉に建て替え
られ、現在も地域内外から入浴客で賑わっている。外
観は原風景期間の形状とは異なる者ものの、明礬地区
に数多く見られる板張りで改築されており、歴史的、
景観構成要素としても重要な共同温泉である。
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【旅館・貸間】
○岡本屋

図１０．７．２１ 現在の岡本屋

図１０．７．２２ 「原風景形成期間」に撮影された岡本屋
古写真（出典：明礬絵葉書）

図１０．７．２３ ざぼん風呂

明治２２年（１８８９）創業の古い歴史を持つ旅館。鶴寿
泉を中心とする下組に位置する。本屋の屋号は初代岩
瀬正綱の出身地竹田の地名からつけられた。下組一帯
の旅館が被害を受けた昭和３３年（１９５８）の明礬大火で
唯一延焼を避けられた旅館。本業は湯の花製造。江戸
時代の文化元年、初代岩瀬正綱（権平）が森藩の飛び
地であった鶴見村の明礬に山奉行として派遣され、硫
黄採掘や明礬製造にあたった。そして２代目の吉綱
（謙吉）は湯の花製造を行うとともに旅館業を始めた。
３代目の保彦は湯の花製造者の組合を作って組合長を
つとめた。４代目岩瀬清吾は郡会委員をつとめるなど
公職でも活躍。大いに商売のアイデアを巡らせ、湯の
花の販売拡大や明礬温泉 PRに貢献。以上、明礬温泉
地区の発展に力を注いだ歴史をもつ代表的な旅館であ
る。また旅館内には「ざぼん風呂」という、ざぼんを
浮かべた温泉があり、現在ではよく見かけるがもとも
とは明礬地区で多く用いられた。

268



【設備】
【遺構】

図１０．７．２４ 現在の薬師湯の滝湯跡

図１０．７．２５ 「原風景形成期間」に撮影された薬師湯の
滝湯古写真（出典：明礬絵葉書）

○薬師湯の滝湯跡
明礬下組・鶴寿泉横に所在する石碑。明礬下組・鶴寿

泉近くにかつて存在していた「薬師湯」という共同温泉
に併設されていた滝湯と蒸し湯を建設した際の記念に建
立されたもの。昭和３３年（１９５８）の明礬大火の際は、薬
師湯の湯を使って火を消し止めたことから、昭和３０年代
後期まで薬師湯は存在していたと考えられる。薬師湯跡
は現在岡本屋の倉庫になっており、倉庫裏手には滝湯の
痕跡が残っている。利用されていた当時は、明礬の温泉
は強い酸性であるため、女性たちが油紙を頭にかぶって
入浴していた。明礬温泉地区の歴史が伺え、文化財とし
てのポテンシャルを秘めており、遺構として利活用すべ
きである。
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○湯の花小屋

図１０．７．２６ 湯の花小屋外観

図１０．７．２７ 「原風景形成期間」に撮影された湯の花小屋写真
（出典：明礬絵葉書）

寛文１１年（１６７１）幕府に薬種と認められた
明礬の製造所を設置、広く製造販売した。こ
のことが地名の由来とされている。しかし支
那明礬の普及などにより、明礬製造は不振と
なる。地域の存続をかけ、明治１７年（１８８５）
湯の花製造が発明、開始されたことが湯の花
小屋の歴史の始まりである。その後着々と湯
の花製造は軌道に乗り、大正期から昭和初期
にかけて、湯の花製造は最盛期を迎えた。し
かし太平洋戦争の勃発により、湯の花の生産
は激減。湯の花小屋棟数も激減した。戦争勃
発数年前も、明礬の湯の花からアルミニウム
が取れるという話が浮き上がり、湯の花製造
が徐々に下火になったという話もある。終戦
後、一湯の花治療薬としての需要の増加によ
り生産量が一時増加したものの、医療の発
達、科学薬品や入浴剤の発達から、湯の花が
売れなくなりさらに湯の花小屋の棟数は減少
しつづけた。湯の花を家庭で利用する際に、
ホウロウ風呂や五右衛門風呂などを腐食させ
てしまい、使用客から苦情が寄せられる事も
あったという。
しかし、平成１８年（２００６）国指定の重要無
形民俗文化財に指定され、現在は湯の花製造
の過程を見学することができる観光施設を設
置するなど、湯の花小屋の利活用が進んでお
り、明礬温泉地区の観光業の中心となってい

る。重要無形民族文化財指定後は行政からの補助金などにより、維持管理がしやすくなったが、湯の花小屋１棟
の吹き替えに１７０万円程の予算が必要なことや、湯の花小屋職人の後継者不足、原材料の不足など、課題は多い。
また、住民の生業にも深く関わりがあり、湯の花小屋でドライフラワーを作る、洗濯物を乾かす等のユニークな
光景を見ることができる。住民、外来者共に湯の花小屋の評価は高く、湯けむり装置の少ない明礬温泉地区にお
いて、湯けむり景観を構成する中心的な要素であるといえる。今後は湯の花小屋の維持管理に加え、棟数を増加
させることが課題である。

270



５ 重要文化的景観地域における目指すべき景観像
最盛期として、鉄輪温泉地区、明礬温泉地区における原風景形成期を導出したが、それらの時期の景観と現状

の景観を踏まえ、将来あるべき景観像を導出した（図１０．７．２８～１０．７．３５）。
なお、鉄輪温泉地区からは、湯けむり展望台から鉄輪温泉地区を見下ろす眺望景観、永福寺付近いでゆ坂沿い

の街路景観を選出した。明礬温泉地区からは、山の湯付近から明礬橋や別府湾、市街地を見下ろす眺望景観、湯
の里近くの路地から背景の山とともに湯の花小屋、別府石の塀を見た街路景観を選出した。

・鉄輪温泉地区 眺望景観
自然的要素については、住宅地における緑化を促進するとともに、公共空間においても緑地帯の増加を目指
す。湯けむりの数は現状を維持し、地獄からの湯けむりには特に保存を心がける。
人工的要素としては、電柱・電線の減少または削除が望まれる。中高層建造物は九州横断道路等大きな道路沿

いのみに存在させ、低層建造物は切妻造、陸屋根から寄棟造への変更を推奨する。

・鉄輪温泉地区 街路景観
自然的要素については、背景の山々などの緑地帯を維持していく。また、掘削による大規模な湯けむりの数は

これ以上増やさず、現状を維持していく。
人工的要素としては、電柱・電線の減少または削除が望まれる。中高層建造物は九州横断道路等大きな道路沿

いのみに存在させ、低層建造物は切妻造、陸屋根から寄棟造へ変更する。その他に石垣の維持や、ペーブメント
に石畳を用いる。

・明礬温泉地区 眺望景観
自然的要素については、地域を囲む緑地帯を維持していく。
人工的要素としては、電柱・電線の減少または削除が望まれる。低層建造物を切妻造、陸屋根から寄棟造への

変更、外壁をよろい張りへの変更を推奨し、華美な看板等を控える。また湯の花小屋の増加と、それに伴う湯け
むりの増加を推奨する。

・明礬温泉地区 街路景観
自然的要素については、背景の山々などの緑地帯を維持していく。
人工的要素については、電柱・電線の減少または削除が望まれる。湯の花小屋の保存や増加、別府石の石垣の

保存を目指す。
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『鉄輪温泉パンフレット』 １９３６
『別府温泉』（発行者・発行年・出版社不明）
『湯の町別府 歴史写真館』 （http://www.beppu-navi.jp/syashinkan）
（小野氏提供参考資料） １９１４『大正４年「別府温泉」』

１９２２『大正１２年豊後温泉地旅館名簿』
『明治４０年「豊後温泉誌」』
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